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１次電池セパレータ用途の合成繊維紙製造過程で発生する切れ端や不良品などの廃材を回収・再生する
装置を開発し、今まで廃棄されていた損紙を原料として再利用することで、低コスト化を目指す。

　１次電池（使い捨て乾電池）の世界市場は成熟し
ており、横ばい傾向にある。ここ数年、日本では東
日本大震災、海外でもハリケーンや地震などの災害
が起こり、１次電池の重要性が見直されている。
　当社の主力製品であるセパレータとは、１次電池
内部に使われる絶縁紙のことで、内部で起こる
ショートを防いだり、自己放電を少なくしたりする
役目がある。電池が無水銀化されるに応じて繊維の
細かさが求められてきた。当社の１次電池セパレー
タ国内シェアは約60%、海外でも約30%のシェアを
占めているが、近年では中国をはじめとする海外製
品との価格競争で厳しい状況が続いている。
　セパレータ市場におけるメーカーは当社以外に大
手企業３社があり、他社は大型生産機による生産性
向上を図りコストダウンを実現している。一方、当
社が大型生産機に打ち勝つためには、損紙の再利用
による原料コスト削減を図ると共に、産業廃棄物発
生量低減につなげ、生き残りを図る必要がある。
　合成繊維紙は、原料から紙漉きの要領でシート化
していくが、シート化しながら、坪量、厚みが製品
規格に入るよう調整を行う。坪量、厚みが製品規格
に入るまでは製品化できないので、廃棄されること
になる。また、製品幅にスリットする工程でも廃棄
される部分が生じる。これら損紙に着目し、環境・
エネルギーについて１次電池材料市場をターゲット
として、価格競争力向上と環境配慮を実現する。

　パルプ紙と合成繊維紙では繊維の結合メカニズム
が根本的に異なる。パルプ紙の場合、セルロース繊
維が水素結合して紙力を形成するのに対し、合成繊
維の場合は、バインダー繊維を使用して繊維を結合
させる。このバインダー繊維での結合メカニズムも
合成繊維の種類によって異なるため、パルプ紙のよ
うに一度シート化したものを繊維に戻し再びシート
化するのは容易ではない。本市場での損紙再利用の
試みは世界初であったが、当社ではビニロン紙（１
次電池セパレータ用途合成繊維紙）の再生テストを
行い、損紙再生が可能であることを確認したため、
設備導入を計画した。

　合成繊維紙の損紙を再利用することで、既存の工
程内に変更を要した。
①リサイクル原料溶解システム
　再利用できる損紙の種類を実験・検証する。
②高圧シャワー摺動装置
　損紙を使った場合、抄紙する際に通常のものより
も汚れが付着しやすくシリンダー汚れが懸念される
為、丸網シリンダーの汚れ対策
として設置。
③プレストップロール
　通常の製品よりも厚めに出や
すいため、水分率のバラつき対
策として、ロール強度に問題の
あるTOPプレスロールを新作
し、搾水強化を図る。
④パルパー希釈水面計
　損紙を再利用したものを溶解

した後、通常の原紙に加えていく。その際、原料溶
解濃度の安定を図るため、溶解槽に水位センサを設
置、希釈水を自動停止
できるよう改善し、溶
解液面の均一化を図る。
　以上の変更点に対し、
導入機器の設計及び選
定を行った。

事業取組みの経緯

実施内容

　必要機器導入後、ビニロン紙再生繊維を配合した
シートの試作、試作品の社内評価、試作品のユー
ザー評価を実施した。試作品をユーザーに送付し、
ユーザー側にて物性など問題ないかを検証した結果、
「再生原料使用による物性への影響はなし」との回
答を得た。
　廃棄に回される損紙の量は、再生利用合成繊維と
して製品化されている品種に関しては減少傾向にあ
り、原料のコストカットや産業廃棄物の減少に少な
からず貢献できている。

事業取組みの成果
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事業計画概要

1958年にビニロン100％・世界で初めての合成繊維紙を開発して以来、機能性繊維による工業を中心と
した産業用湿式不織布の製造、加工並びに販売を行っている。

企業概要

▶ビニロン紙再生繊維配合シート４品種
　本事業で製造される不織布は電池用セパレータ
（絶縁紙）として使用されている。主にアルカリ乾
電池（単３・単４）の部材として利用されている。

製品内容

　現在ビニロン原料を使用して当社で製造される品
種は15種類程度あるが、現在４品種のみ再生利用と
なっている。再生品を使うことにより品質に少なか
らず影響を与えるため、各電池メーカーへの試作品
評価や交渉が必要となってくる。品種によっては、
無水銀化にあたり漉き込まれた細かな繊維が、再利
用する過程で抜け落ち、物性が変ってしまうものが
ある。それによって電池の品質に影響があるため、
未だ製品化には至っていない品種もある。今後は問
題の解決を図り、最終的には10品種程度をリサイク
ル可能な状況にしたいと考えている。また、研究開
発を繰り返すことで、現在再生原料を使用している
品種の配合率を上げていく可能性も視野に入れてい
る。
　本事業は、絶縁紙事業の中で発生する損紙を再利
用するので、既存の事業から出る損紙が一定量貯ま
らない限り、試作開発も製品生産もできない。よっ
て、計画的に事業を進められている訳ではなく、解
決すべき課題も多くある。一方で、今後の更なる拡
大が見込める事業であるとも言える。

今後の活動予定

　今回の補助事業の成果での低コスト化によって、
競合可能となる市場調査を約１年実施予定。生産及
び販売については、現状のユーザーをコスト競争力
によって維持すると共に、市場調査によって獲得で
きたユーザーへの製造販売を開始する。

販売計画
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